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要約 

・ COVID-19 は、ヘルスケア・サービスに対する将来の需要を増大さ

せ、それは医療制度に長期的な経済的影響をもたらす。 

・ 費用対効果の高い戦略である心臓血管疾患の一次予防および二

次予防としての心臓リハビリ（CR）の機会が失われたためである。 

・ COVID-19 感染予防、心臓血管疾患の一次および二次予防を呼

びかける公衆衛生上の啓発メッセージを発信することで、医療制

度への経済的影響も最小限に抑えられる。 

・ 二次予防に関しては、在宅 CR と監視型 CR の間で有効性に違い

は認められないことが明らかとされている。 

・ COVID-19 パンデミック段階におけるCR サービスを制限する根拠

はなく、回避可能な再入院を防ぐための備えを維持する必要があ

る。 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？ 

・ COVID-19 パンデミック段階において、医療経済の視点は重要。 

・ CR は、公衆衛生および医療経済の側面から、可能な範囲で継続

する必要がある。 


